
（別紙３）

～ 令和７年　４月　４日

（対象者数） １７名 （回答者数） 12名

～ 令和７年　４月　11日

（対象者数） 4名 （回答者数） 4名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・個別支援計画を念頭にした支援、振り返りと改善
を行っていきます。

2
・児童に合わせた活動を考え活用していけるように
していきます。

3
・児童・保護者との関わりを継続し、今後も支援に
繋げていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・もっと地域の情報を収集し、イベントへの参加や
資源を活用していきたい。

2
・家族で参加しやすいイベントや会を計画していき
たい。

3

地域との交流ができていない
・地域の情報や資源の情報収集ができておらず、活用
できていない。

保護者会等イベントを開催しているもののうまく伝達
できていないようで参加が少なくなってきている。

・保護者会の開催が13祝いの後となっっている為、
対象が限定されている又は参加しずらくなっているの
では?

バリアフリー化されている。部屋数が多い。
・使用できる部屋が複数あり、活動や個別支援で使い
分けて使用している。

児童・保護者に寄り添った支援
・児童の成⾧に合わせてモニタリング期間をちょうせ
いしてる。
・保護者とのやり取りを密に行い支援に繋げている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

固定化しない活動プログラム

・毎月の職員会議で話し合いを行いプログラムを決定
している。
・⾧期休みには体験学習を多く取り入れ、普段はでき
ない経験を多くできるようなプログラムを設定して取
り組んでいる。

○事業所名 　放課後等デイサービス　いちごさんご

○保護者評価実施期間
令和７年　３月　25日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和7年　４月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和７年　５月　２６日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


